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1．公民館行事研究の方法論的意義
　本稿は，現代公民館論を形成する研究の一環として，現代公民館行事の基礎的考察をな
すことにある。
　現代公民館に関する研究は，近年法制論や制度・運営論主体の研究から，しだいに公民
館事業論の領域を開拓しつつある。しかし，公民館事業論の研究は，いわゆる「学級・講
座」や社会教育集団育成に研究対象が傾斜し，他の領域の研究はほとんど未開拓と言える
状況である。そのような研究状況にあるのは，公民館が法制上も現実の教育制度上も社会
「教育機関」として制度的に弱体であるために，研究課題が公民館の「社会教育機関」性
研究に傾斜せざるを得なかったことや事業論としても公民館事業は地域毎，館毎に多種多
様で統一的な類型化さえ困難な状況であったことなどが原因であった。しかし，いわゆる
教育・文化産業の胎頭や「コミュニティセンター」の田頭によって，公民館の存在理由さ
え再検討されつつある現在，現代公民館研究は法制論的制度論や公民館内事業論に止って
いるわけにはいかない。とくに，現代公民館の地域社会形成機能のあり方をめぐって，公
民館の存在理由が検討されている現在，公民館と地域社会を連関する役割をになう公民館
内外事業論の主要な環をなす公民館行事の研究は，重要な課題となっていると言えよう。
　ところで，現代公民館論の一環として公民館行事を把握する際の方法論的意義につい
て，筆者はつぎのような点を設定する。その1は，公民館の事業運営における教育主体性
に関するものである。近年，学級・講座の運営主体については相当の理論蓄積がなされて
きているが，その他の分野についての運営主体についての論文は皆無に近い。この点にお
いて，公民館行事はその事業運営主体論を明らかにしゃすい研究対象である。第2に，公
民館の事業構成における地域社会形成機能に関するものである。公民館行事は，近年の学
校行事のように教育組織内の組織・活動機能をもつだけでなく，教育組織内機能と連関し
て地域社会形成機能性を直接的，　間接的に保持している点において，公民館行事の研究
は，公民館事業の地域社会機能性を明らかにしゃすい研究対象である。以上のような方法
論的視点にもとづいて，以下意義，領域構造，運営主体について明らかにする。
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H．公民館行事の意義
　公民館行事は，一定の地域社会内において公民館が直接，間接的に関与する社会教育事
業ないし社会教育関連事業として展開する事業のうち，　日常活動の集約化，　統一化や強
化・発展化の機能をもつ非日常的かつ非連続的事業であると概念化できよう。一般に，行
事の本質は非日常性にあり，その機能性は集団ないし組織のメンバーおよび活動の統一化
や集約化などの組織化機能および日常活動の強化・発展機能にあると言われるが，公民館
行事も，そのような機能性をもった公民館事業である。以下，公民館行事の機能性を中心
に，公民館行事のもっている現代的な意義について述べていくが，公民館行事には大別し
て3つの意義がある。それは現代公民館の基本機能q）と連関しているが，以下社会教育的
意義，地域社会形成の意義および「地域学習社会」的意義の順に，公民館行事の現代的意
義について述べていくことにする。
1．社会教育的意義
　（1）学習参加性
　公民館行事は，一時期性であることや多様な活動の集大喜による魅力性などによって，
住民の参加が得られやすいなどの学習開放性や行事参加者が日常的活動へ参加する学習動
機化を促進させるなど，公民館事業への参加性を強化する意義がある。
　（2）学習メンバーや学習集団の連帯性・組織性
　公民館行事は公民館に関連する公民館内外の学習集団や学習メンバーの統一的な取組み
によって組織化されていくので，メンバー間，集団間の連帯性や組織性を強化させていく
意義をもっている。
　（3）学習活動や学習組織の総括・発展性
　公民館行事は，公民館の目常の教育活動を集約化すること，それらを全体的に評価する
ことおよびそれらにもとつく新しい発展課題の把握をしゃすいなど，公民館の日常活動や
学習組織の総括的役割や発展的役割を果す「節目」的意義をもっている。
　（4）学習活動の実践化性
　公民館の学習は，単に教養主義的なレベルに止まらず，生活・社会実践化へ発展するこ
とが求められているが，公民館行事は学習の社会的意義や評価を明確化したり，学習活動
と生活・社会活動の関連性を明確化することなどによって，学習活動を生活・社会実践へ
転化する意義をもっている。（2）
　（5）公民館の社会的定着化
　公民館はその法制における「任意」性や弱体性によって社会的定着性が弱体であるが，
公民館行事はそのr祭」的感情的統一性や宣伝性を基盤として，公民館を住民の中に「社
会」的に定着させる意義をもっている。（3）
2．地域社会形成的意義
　（1）地域参加の動機化
　公民館行事は，地域活動に参加していない住民が行事の計画化や準備，実施などを通し
て地域情報に接したり，社会活動参加の基礎経験をすることによって，住民の地域社会活
動参加への動機づけをする意義をもっている。
　（2）地城連帯感の形成
　公民館行事は，その「祭」的感情の統一性や行事への共同的取組み活動によって，地域
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感情（コミュニティ・センチメント）を、昂揚するなど住民の地域連帯感を形成する意義を
もっている。
　（3）地域活動の創出・活性化
　公民館行事は，学習の社会実践化や先駆的な地域活動の創出，さらには公民館の科学的
・組識的な活動モデルの設定などによって，新しい地域活動を創出したり，既存の地域活
動の活性化や発展を促進する意義をもっている。
　（4）地域集団・組識の連帯性・六識性
　公民館行事には，地域内の学習以外の機能集団・組織が結集されることが多く，それら
の地域集団や組織への参加を強化したり，集団・組織間の連帯性を強めるなど，公民館行
事は地域社会内の集団・組織の組織化や連帯性を促進する意義をもっている。
　（5）地域リーダーの育成
　公民館行事を展開する際に，その運営に参加することによって地域リーダ意識を自覚す
る住民が形成されたり，すでに地域リーダとして活動している住民も地域情報に接したり
住民感情にふれたりして，一層リーダーシップ性が深まるなど，地域リーダーの「活動」
的育成を果す意義をもっている。とくに，地域活動のイニシエーション・リーダの育成に
果す公民館行事の意義は大きい（4）。
　（6）地域文化の形成と発展
　地域行事は，それ自体が地域文化活動として地域文化形成の意義をもっているが，公
民館行事に参加する諸集団や組織がその活動を地域性のあるものへ連関させ，発展させる
役割を果すことによって，地域性のある独自な地域文化の形成に寄与する意義をもってい
る（5）。なお，伝統的な地域文化の再生・継承行事を行うことなども地域文化の形成や発展
の基盤づくりに寄与する意義をもっていると言えよう。
3．地域学習社会形成的意義
　現在，地域社会における教育集団・組織・施設問の総合的組織化による地域の教育力の
形成が求められつつあるが，公民館行事では地域の教育情報づくり，教育活動の総合的提
示およびそれらの教育集団・組織・施設の行事の共同的参加を通して，地域教育連絡協議
会形成の動機化・基盤化がなされる。これらの取組みは，公民館行事が地域学習社会の組
織化の動因となる意義をもっているを示している。なお，地域学習社会組織の主体として
学校を措定する論があるが（6），筆者はその主体を地域公民館であると措定したい。この点
については，詳細な別稿を必要としているが，ここで簡述すれば，地域教育の主体は住民
にあること，地域教育の内容は中央文化の「地方化」にあるのではなく地域文化を基底に
すること，さらに地域教育活動は単に知的教育の拡充だけでなく自主的，総合的であるこ
となどが論拠である（7）。
皿．公民館行事の性格と構造
1．公民館行事の性格
　Hの冒頭で筆者は公民館行事の概念を提起したが，それにもとずいて公民館行事の性格
を明らかにしていきたい。
　第1に，公民館行事は社会教育行事と同一ではない。今日，社会教育行事には，大別し
て，社会教育行政が主体となって組織するもの，社会教育機関が主体となって組織するも
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の，地域の社会教育集団や組織が自主的に組織するもの，一般行政が主体となって組織す
るもの，地域の諸団体や組織が組織するものに類別できる。このうち，公民館行事は，社
会教育機関が主体となって組織するもののうち公立公民館が主体となって組織化し，展開
する社会教育行事である。このような自明とも思えることを性格について指摘するのは，
現代の公民館が社会教育行政からの独立性が弱体であるため（8），社会教育行政の事業や一
般行政の事業と公民館行事が未分化に組織される状況にあるからである。しかし，それら
は元来，その事業運営主体のあり方や教育的意義について相異しているのであるから，明
確に性格づけを異にする必要がある。なお，地域社会教育集団や組織，あるいは地域組織
や団体等が主体となって組織する行事についても，同様の根拠によって公民館行事と性格
づけることはできない。しかし，公民館も含めた社会教育機関間の共同行事や公民館が共
催や後援などの形態でその組織化に連関する行事については，公民館行事として性格づけ
るべきである。
　第2に，公民館行事と公民館事業の関連性による性格づけである。公民館事業の性格が
非日常的かつ非連続的事業であるという性格を保持していることをもって，日常活動とは
無関係な単発的事業として性格づけるべきではない。現実には，そのような性格づけによ
ると思われる公民館行事の展開をなしている公民館も見うけられるが，元来行事は日常活
動との関係において構造的に位置づけられて，その本来の機能性を発揮するのであるか
ら，当然公民館全体の事業構造の中に位置づけられ，計画化されるものである。
　第3に，第2とも関連するが，公民館行事の直営性格に関わるものである。近年の学校
行事の研究において，学校行事の性格づけを子どもの運営参加における自治性のあり方に
よって性格づける論究がなされているが（9），同様の性格づけは公民館行事についてもあて
はまる。すなわち，公民館行事もその運営主体が公民館職員主体のもので住民は単なる行
事実施者であるか，あるいは住民が参画主体となるかによって性格づけは異なっている。
現実の公民館においては，矛盾する性格の行事が混在して展開しているが，現代公民館の
運営主体に関する研究が明らかにしつつあるように（10），　住民が計画化の段階から参画主
体としての位置づけをなされて展開される公民館行事の性格こそ，現代社会教育の論理を
体現したものと言えよう。なお，この点に関連して，後者の住民参画面による公民館行事
の展開過程に公民館職員の専門的指導性や援助性を否定すべきでないことは，学校行事に
おける教師の指導性の不可欠性について竹内常一氏や家本芳郎氏の研究が明らかにしてい
る論理（11）と同じである。
　第4に，第3とも不可分に関連している公民館行事の社会的性格に関するものである。
先の公民館行事の定義づけで記したように，公民館行事には日常的公民事業を強化・発展
させる機能性を内包しているが，その点にかかわって公民館行事の性格には，基本的に日
常活動を維持的に強化するものと革新的に変革させるものとに大別できる。とくに，地域
社会形成的意義をもつ行事の社会的性格において，この性格づけが行事のあり方を規定す
るのであるが，今日の公民館行事の展開においては両者は外在的，内在的に矛盾して構造
化されている。この性格づけは，公民館事業の伝統性や展望性に関連する価値性をもつも
のであり，現代公民館行事の基本的性格づけをなすものであると言えよう。
2．公民館行事の構造的視点
　公民館行事には多種多様なものが内包されているが，それを構造的に類別していくには
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以下のような構造的視点が設定できる。
　（1）行事参加者による類別視点
　この視点には，①参加者の発達段階別による類別と②参加者の社会的性格別による類別
があるQ
　①発達段階別の行事類別
　これは主として，児童，少年，青年，成入，高令者などの年令発達段階別の行事類別視
点であるが，行事の具体的展開においては，a単一発達段階のもの，　b　2以上の発達段階
を組合わせたもの，c全年令層の参加によって取組まれるものなどに類型化できる。現実
の公民館行事の設定においては，今日単一画面段階のものが主流であるが，近年しだいに
bおよび。の行事が増加している。
　②社会的性格別の行事類別
　これには，a性別，　b職業別，　c社会生活面，　d地域特性別の類別視点であるが，具体
的展開においては，aからdまでの類別が構造的に組合わされて展開されることが多い。
　（2）行事形態別の類別視点
　行事形態別のものには，a儀式的形態をとるもの，b大会形態をとるもの，cr祭」的
形態をとるもの，d学習発表会的形態をとるもの，　e研修・研究を含む学習活動的形態を
とるもの，d集団活動的形態をとるものなどに類別できる。
　（3）学習段階別の類別視点
　学習段階別の行事類別のものとしては，a学習動機づけを行うもの，　b学習組織化を行
うもの，c日常的学習の活性化を行うもの，　d学習成果を発表するもの，　e学習活動を生
活・社会実践に転化させるもの，f学習と生活・社会活動を統一して行うものなどに類別
できる。従来の公民館行事では，cやdが主流であったが，近年abefなどの公民館行
事が増加しつつあるQ
　（4）行事内容別の類別視点
　行事内容別の行事類別視点としては，a年間儀式的なもの，　b伝承的な民俗的なもめ，
c親睦・交流的なもの，dスポーツ，レクレーショソ行事，　e文化行事，　f学習・研究行
事，9生産活動的なもの，h生活改善的なもの，　i社会（いわゆる「週間」行事）的なも
の，〕地域福祉活動的なもの，k地域社会創造活動行事：，1政治活動的なものに類別でき
る。これらのうち，近年の公民館行事においては，abgの行事比率は停滞ないし低下傾
向にあるのに対して，defの類別の行事は今日も主流をなしているとともにchilk
1の類別の行事がしだいに比率を増しつつある。
　以上のような行事の類別視点は，公民館行事を現代公民館事業として構造づけていくた
めの基本視点であるが，具体的には（1）から（4）が統合的に構造的関連性をもって設定される
とともに，行事を行う公民館の発展段階や地域特性によって異なる設定がなされている。
W．公民館行事の運営
1．運営主体
　公民館行事の事業運営主体の基本的なあり方が公民館行事の性格視定を左右することに
ついては，皿の1で述べたとおりである。元来公民館の運営全体が住民の運営参加にもと
づいて行われなけれぽならないことは，社会教育法第29条の公民運営審議会条項で法制化
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されているのであり，どのような公民館行事の計画，企画化されるかについては，住民の
審議によって確定されるのである。このことは，計画・企画化段階に住民参加があればよ
いというものではなく，実質な行事実施計画や企画，準備，実施，評価の全過程において
も住民参加がなされることを求めていると言える。しかし，法制が細部にわたって法文化
していないこともあり，後段の実質的実施過程においては，さまざまな住民参加がなされ
ている。つぎに述べるような参加形態がとられているが，基本は行事運営の主体は住民・
学習主体であり，職員は条件整備と専門的助言や援助をなすという運営構造こそ，行事の
意i義をストレートに体現すると言える。
　ところで，本稿ではこれまで住民の運営参加について，通説上の「住民参加」という概
念を用いてきたが，厳密には「運営参加」と「運営参画」については，その主体性のレベ
ルは異っている。すなわち，住民参加と総称される概念のうち狭義の「住民参加」は，行
政過程や事業実施過程に参加するが，その過程の決定（Decision　rnaking）権限をま保持し
ていないものであり，　「住民参画」は決定権限に関与しうるものである。この概念規定に
したがえば，公民館行事の運営については，住民参画がなされることこそ行事運営の基本
的あり方だと言える。
2．運営方式
　公民館行事の運営方式については，さまざまな方式がとられている。ここでは行事の種
別性を捨象して把握すれば，つぎのような方式が現実化されていると言える。
　①住民参加のな：い運営方式
　a　計画・企画・実施計画・準備・実施・評価の各プロセスのすべてが公民館職員の主
　導性によって運営される方式
　b　実施過程に住民の協力参加がなされる運営方式
　②住民参加の運営方式
　c　準備段階から運営参加がなされる運営方式
　d　実施計画段階から実行委員会形式などの形で運営参加がなされる運営方式
　③住民参画の運営方式
　e　計画・企画段階から評価にいたる各プロセスに決定権限のある住民参画がなされる
　運営方式
　以上のような運営方式でもっとも望まれるのはeの運営方式であるが，それには公民館
自体の運営性の問題とともに，住民自身の運営主体の主体形成のあり方が問題となる。現
実には，b～dの間の運営方式が実施されているのが一般的であるが，今後Hの3で記し
たような地域教育協議会が形成されていけば，eの方式が一般化していくであろう。
　以上で本稿を止じるが，公民館行事の基礎的研究に限っても，行事の展開構造論や条件
整備（人的，施設・設備的，財的）論が残されている。実証研究も含めて，別稿の課題と
したいo
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